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成蹊大学 日本探求特別講義 B

2013年後期 日本の出版 近世から近代へ

第 13．近代と変体仮名について

橋 口 侯之介
はしぐち こ う の すけ

大衆本市場の瓦解と変質

明治の過渡期の本は江戸時代以前の仮名をまだ使っていた。

前島 密 の漢字廃止論では「ひらかな 五十じ さへ あれば よろづ の こと に すこし も さしつかへ な
ひそか

き こと」と仮名だけで日本語を表現すべしといった。

西 周 はローマ字化すべきだといったし、大正時代以降、ヨーロッパで唱えられていたエスペラント語を常用すべしと
あまね

いう者もいた。第二次大戦後しばらく経つまで、こういう論議はくすぶっていた。一字一音とし、簡易な文法にする

など日本人にも向いていたが、広がりはなかった。

結局明治33年の文部省「小学校令施行規則」は、使用すべき漢字1200字をかかげ、尋常小学校ではその中から選ぶよ

うに定めた（現在は常用漢字約2000字）。この規則と言文一致運動によって、漢字廃止やローマ字論は下火になる。

小学校令施行規則

明治33年の「小学校令施行規則」では漢字の制限と、仮名を一字一音にした。それが現行の平仮名、片仮名である。

その結果、それ以外の字体は「変体仮名」ということになって教育現場から追放された。

仮名の歴史

平安時代初期、それまで漢字で表紙してきた「万葉仮名」にかわって平仮名・片仮名が生まれた。平仮名は和歌を詠

むため､片仮名は漢文を訓読するために用いられた。そのため、片仮名は楷書体の漢字の部分をとる方法でつくられた。

平仮名は草書のくずし字からきた。

片仮名は現代のものとそう変わらない字体だが､平仮名は同音でもいつくものバリエーションができた。平仮名を書く

ときは、その美的センスが大事だったので、書き分けをしたのだ。

以来、中世・近世はもとより、明治の初めまで「変体仮名」は使われた。現代では読めない人が大半だが、江戸の寺

子屋では子供でも読めたのだから、今でも簡単な訓練ですぐに覚えられる。これが読めると、古典の原本を理解する

ことができ、楽しみも増える。

誠心堂書店では、変体仮名初心者のためにネット上で検索できるシステムを開発中である。

http://www.book-seishindo.jp/kana 変体仮名を調べる 歴史的仮名書体を探す
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明治 8 年刊『通俗伊蘇普物語』から
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